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MODIS Terra 8 days composite OWI (Open Water Index) > -0.2
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資料1-18　ルール・カーブとプミポン・ダムの放流操作
23研究集会の記録　第１セッション
ブのあたりに高水位を保っておけば今年中に洪水が
起こる確率が何パーセントといったように、是認しう
る危険の確率を定めて設定しているはずです。
　多くの場合はどれくらい水が流入してくるかとい
う確率を計算して、月・季節ごとの貯水余力を定めて
いるわけですが、プミポン・ダムは大きなダムですか
ら、もっと長期にわたって、「１年でどれくらいの流入
量があるか」という確率を計算してルール・カーブを
設定しているように思われます。現在、プミポン、シリ
キット両ダムのルール・カーブ設定に関する資料を手
配しているところで、入手できましたら、実際にどの
ようにルール・カーブが定められたか、いずれかの機
会にお話ししたいと思います。
　プミポン・ダムにおける個々のダム操作に問題はな
くとも、このルール・カーブ自体に問題があった可能
性はあって、洪水後、実際に政府はこれを引き下げる
ことを決定しているわけです。2006年にも緊急放流
寸前にまで貯水位が増加する事態が生じています。
ひょっとしたら、雨季の終わりに大量の流入が生じる
確率を低めに算定しているかもしれない。もしくは、
あえて雨季の終わりにダムを一杯にしておくために、
雨季の後期に洪水が発生する確率が高くなってしま
うのを是認している可能性もある。このあたりは資料
をあたってみなければなんとも言えませんが、そうい
う可能性はあると思います。
　加えてルール・カーブの上下の開きが大きい。プミ
ポン・ダムとかシリキット・ダムは細かな水位調整が
難しい大きなダムなので、仕方がない面もあるのかも
しれません。このあたりも資料をあたってみないとわ
からないのですが、とにかく上下のルール・カーブの
差が大きいということで、恣意とか介入、もしくはそ
うした恣意や介入があるのではないかといった疑い
を招きやすいカーブ設定になっているということは
言えます。
　政府はカーブを引き下げることを決定したのです
が、それはダムの貯水量が減少し、灌漑用水が減る可
能性が高まることを意味するわけです。今後、農民の
水需要にどのように応えるかなど、さまざまなことを
秤にかけて利害調整をしながらやっていかざるをえ
ないけれども、これもはたして現在の社会状況下で可
能なのか、懸念しています。
　私からは、伝統的な洪水対策とはどのようなもの
かについて話をさせていただきます。2011年の洪水
で、とくにバンコクの北のノンタブリーや西のトン
ブリーは、大きな洪水被害を受けました。床下浸水に
なったり、下手をすれば高床式住宅ですら床上浸水を
したものがあります。
　その一方で、まったく被害を受けなかった住宅もあ
りました。それは、近年とくに積極的に造られている
「スーパー高床式住宅」と私がよんでいるものです。既
存の高床式住宅の床下柱をジャッキ・アップして高く
することで、もともと２ｍ、３ｍだったものを、５ｍあ
るいは８ｍくらいまで高くした住宅です。こうした住
宅は、洪水でもほとんど被害を受けませんでした。
　では、洪水時に水没しないように、住宅を全部高床
式にして、さらに床下柱を上げてしまえばすべて解決
するかというと、そういうわけではありません。高床
式住宅にも、弱点あるいは限界点があるのです。もと
もとは、現在王宮があるバンコク中心市街地なども高
床式住宅ばかりだったのですが、現在ではほとんどあ
りません。そこでなぜ都市部で減少したのかを考えな
ければいけない。単純に高床式住宅にしてしまえばす
べていいとは考えられない。そのことについて少し話
をさせていただきたいと思います。
伝統的な洪水対策の形成と変容に学び
現代の技術と融合した新システムを模索する
　バンコクの伝統的な洪水対策は、大きく分けて二つ
あったと私は考えています。一つは、自分の家のある
敷地を土盛りする。もう一つは、自分の家の建物の床
下柱を、洪水があっても問題ないように高くすること
です。このような伝統的な洪水対策は、現在では変化
しています。それには理由があって、なんらかの弱点
があるからこそ、現代的な堤防の設置などへと対策が
変わったわけです。
　本発表では、バンコクにおける伝統的な洪水対策、
土盛りと高床式住宅の形成と変容の解明をします。と
報告２
土盛りと高床式住宅
バンコクの伝統的な洪水対策と
その限界
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